
筆鎚

編集と発行　白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35・D印刷　鈴木印刷所

’
遷

夢
に
．
“

　　　　　　　　　　　ヨピあロ　げのも
　　　　　　　　　　　　翔　P静．弩灘’　　　量！
　　　　　　　　　　　　　　　　弓脳　膨遭噺i　．
　　　　　　、1h・　貰　　　　　　　　、ず1＝　　・

　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ヤ

　　　　　　　　　　　　　　躍響翔弐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「わらは　こう纂ってな……」

　　　　わら寮使ってふ馨さと教育

　　　　　　　　　　　　　　　　（10月15日深谷小）

全国火災予防運動………………■・甲……

昭和60年度決算………………・甲r・一一

会社訪問、市長日誌、話題を追って…

農業祭、住居表示整備事業……………

東中学校校章決定、わが家の味……一

今月　の
・・P2～P3

・・P4～P5

・・P6～P7

－P8～P9
－P10～P11

主な内容
　市民登場、郷土史アレコレ、市民文芸…　　一P12～P13

　図書館だより…・…・…・……・一…　　　　　　　P14～P15

　公民館、婦人の家、おしらせ…　　　　　　一P16～P19

　カメラ・ニュース、定例相談…　　　　　　　　　一P20



　　　　愈麟炎災予防運動鯛月鴻鰯…」轍月：2欄悔』
　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴』忌　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌
　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　，滋罐難・

司一

β

。
詳『

糠

竪
ず
㌧
、
鍵
ぜ

鷺
鷺

4
舟

‘　　　　き　　　　｝　　　き灘i
ヤ触

　
　
攣

　
　
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

　
動
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
火
災
予
防
と
い
う
言
葉
は
、
耳
に
も
目

　
に
も
タ
コ
が
で
き
る
ほ
ど
は
ん
ら
ん
し
て
い
て
、
今
さ
ら
言
わ
れ
な
く

　
て
も
…
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
火
災
は
［
瞬
に
し

　
て
、
わ
た
し
た
ち
の
生
命
や
財
産
、
幸
せ
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し

　
い
も
の
で
す
。
家
庭
・
地
域
の
な
か
で
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
十
分

　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
し

ー

十
四
万
円
）
の
火
災
が
発
生
し
、
既

に
昨
年
の
件
数
を
上
ま
わ
っ
で
、
い
ま
す
．
、
．

　
消
防
署
や
消
防
団
で
は
、
万
一
に

備
え
て
訓
練
を
行
い
、
ま
た
婦
人
防

火
々
ラ
ブ
を
と
お
し
て
火
災
防
止
に

全
力
を
尽
し
て
い
ま
す
が
、
火
が
出

て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　
火
災
の
多
い
委
節
を
迎
え
、
こ
れ

以
上
火
災
を
起
こ
き
な
い
よ
う
に
み

ん
な
で
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
「
わ
が
家
の

火
災
予
防
」
に
つ
い
て
話
し
台
っ
て

み
ま
し
ょ
う
．
H
．
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十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

石
汕
ス
ト
ー
ブ
等
の
、
陵
房
器
具
を
使

う
う
え
に
空
気
が
乾
燥
し
北
西
の
風

が
強
・
＼
大
き
な
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
季
節
で
す
。

　
臼
石
市
の
火
災
件
数
を
み
て
も
、

咋
年
一
年
間
で
二
〇
件
、
損
害
額
に

し
て
六
千
七
百
万
円
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
、
十
四
件
の
火
凝
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
．
、

　
こ
と
し
は
九
月
三
十
日
ま
で
に
二

十
一
件
（
損
害
額
一
億
四
干
九
百
七
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1高橋卓一会 長125周年記念事業と

救、言車に積執する　「応急処置資怯材

「投、巷、処置講習指導用機材」の贈呈

けました；「消防署では、さっそ1こ

怯．材を活用1、、市民サービスの同上

とめてまいります凸

一

磯
欝
羅
顧
賢
の

　
　
　
　
　
　
藤
し
い
使
い
方

ζ
出
．
、
、
口
、
通
路
、
階
段
附
近
な
ど

　
通
行
の
邪
魔
に
な
る
場
所
で
は
使

　
用
し
な
い
．
．

豊
カ
ー
テ
ン
、
障
子
、
ふ
す
ま
な
ど

　
弼
え
や
す
い
も
の
の
近
く
や
、
燃

　
え
や
す
い
も
の
が
落
下
す
る
お
そ

　
れ
の
あ
る
場
所
で
は
使
用
し
な
い
．
．

③
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
ス
ト
ー

　
ブ
ガ
ー
ド
な
ど
を
し
て
直
接
手
が

　
触
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
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①
故
障
し
た
り
破
損
し
た
器
具
は
使

　
用
し
な
い
。

⑤
可
燃
性
の
ガ
ス
が
発
生
す
る
恐
れ

　
の
あ
る
場
所
で
は
使
用
し
な
い
．
、

⑥
器
具
の
周
囲
を
い
つ
も
き
ち
ん
と

　
整
理
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
は
近

　
く
に
置
か
な
い
。

⑦
器
具
の
点
検
、
整
理
を
ま
め
に
す

　
る
。

⑧
暖
房
器
具
を
洗
た
く
も
の
な
ど
の

火災から『わが家』『わが街』を

　　　守りましょう！ノ

《弩繍霧。1ξ1驚ち》

　
乾
燥
器
代
わ
り
に
使
わ
な
い
．
、

璽
石
油
ス
ト
ー
ッ
ヘ
の
給
油
は
、
大

　
を
消
し
で
、
か
ら
す
る
。

⑩
石
油
ス
ト
ー
ゴ
は
耐
震
装
置
が
付

　
い
て
い
る
も
の
を
使
用
す
る
．
、

た
き
火
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う

⊃、遍鳶＼ン鰍

◎寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

◎子供にマッチやライターで遊ばせない。

◎風の強いときはたき火をしない。

◎天ぷらを揚げるときはその場を離れない。

◎家のまわりに燃えやすいものを置かない。

◎風呂の空だきをしない。

◎ストーブには燃えやすいものを近づけない。

約
二
十
五
億
円
鯛
が
灰
に

　
落
葉
の
季
節
に
は
、
あ
ち
こ
ち
で

た
き
火
の
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
木
枯
ら
し
に
か
じ
か
ん
だ
両
手
を

炎
に
か
ざ
せ
ば
、
か
ら
だ
も
ホ
ッ
カ

ホ
カ
。
し
か
し
こ
の
た
き
火
が
、
思

い
が
け
な
い
大
き
な
火
災
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　
▼
昭
和
五
十
九
年
の
調
査
に
よ
る

　
と
、
た
き
火
が
原
因
で
発
生
し
た

　
火
災
は
七
千
七
百
十
三
件
で
、
前

　1げ　 ）
　＼　し）計一　1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
日
に
は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
あ
っ
た

年
に
く
ら
べ
四
〇
・
五
％
の
増
加
。
り
、
た
き
火
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場

　
こ
れ
は
総
出
火
件
数
（
六
万
三
千

　
七
百
八
十
九
件
）
の
一
一
丁
一
％

　
を
占
め
ま
す
。

　
身
近
な
た
き
火
で
の
不
注
意
で
、

な
ん
と
年
問
約
二
十
五
億
円
が
灰
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
発
生
原
因
を
み
て
み
る
と
、
や
は

り
た
き
火
の
延
焼
拡
大
に
よ
る
も
の

が
い
ち
ば
ん
多
・
＼
　
つ
い
で
火
の
粉

の
飛
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
き
火
で
火
事
な
ど
を
出
さ
な
い

た
め
に
、
防
火
に
対
す
る
認
識
を
も

う
い
ち
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
火
災
警
報
や
異
常
乾
燥
注
意
報
が

発
令
さ
れ
て
い
る
と
き
や
、
風
の
強

所
で
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

●
子
供
は
た
き
火
に
興
味
を
も
つ
も

の
で
す
が
、
子
供
だ
け
で
や
る
た
き

火
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
こ
と
。

◎
た
き
火
を
し
て
い
る
最
中
は
、
火

の
そ
ば
を
離
れ
な
い
こ
と
。
そ
し
て

水
バ
ケ
ッ
、
消
火
器
な
ど
を
用
意
す

る
こ
と
。

●
消
火
の
と
き
は
、
完
全
に
火
が
消

え
た
か
ど
う
か
、
念
入
り
に
確
認
す

る
こ
と
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
を
怠
っ
た

こ
と
が
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　
”
火
の
用

心
”
を
確
か
め
あ
い
ま
し
ょ
う
。
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昭
和
6
0
年
度
決
算
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昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、

八
十
一
億
八
千
百
万
円
で
前
年
度
よ
り
六
・
一
％
、

歳
出
決
算
額
は
七
十
九
億
九
千
万
円
で
四
・
三
％

と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
に
か
か
る
渇
水
対
策
事

業
費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
一
億
九
千
百
万
円
か
ら

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
千
四
百
万
円
を
差
し

引
い
た
一
億
七
千
七
百
万
円
が
決
算
剰
余
金
で
、

こ
の
う
ち
八
千
九
百
万
円
が
財
政
調
整
基
金
に
積

立
て
ら
れ
た
ぼ
か
、
八
千
八
百
万
円
が
翌
年
度
へ

繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

園
國
み
ま
す
と
、
地
方
交
付
税

国
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
の
國
闘
圏
は
四
＋

二
億
八
千
万
円
で
全
収
入
の
五
十
二
・
三
％
、
市

税
、
諸
収
入
、
繰
越
金
な
ど
の
圓
園
囲
は
三

十
九
億
百
万
円
で
四
十
七
・
七
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
目
的
別
に
分
け
て
み
ま
す
と
、

東
中
学
校
用
地
取
得
事
業
な
ど
を
行
っ
た
教
育
費

が
十
三
億
千
八
百
万
円
で
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
道
路
・
橋
梁
新
設
改
良
、
土
地
区
画

整
理
、
白
石
川
緑
地
事
業
な
ど
を
行
っ
た
土
木
費

が
十
三
億
千
七
百
万
円
、
第
三
位
は
総
務
費
の
十

二
億
二
千
七
百
万
円
、
第
四
位
は
生
活
保
護
費
な

ど
の
扶
助
費
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
民
生

費
が
十
一
億
三
千
三
百
万
円
、
第
五
位
は
農
林
道

の
新
設
改
良
、
転
作
水
田
整
備
事
業
、
新
林
業
構

造
改
善
事
業
な
ど
を
行
っ
た
農
林
水
産
業
費
の
八

億
九
千
三
百
万
円
、
以
下
公
債
費
七
億
五
千
八
百

　
　
　
函
、
　
　
　
　
，
　
　
　
万
円
、
衛
生
費

　
　
　
　
　
　
♪

　　　本

鈎　　　 一▼［甲一’

　
　
六
億
八
千
六
百

噛
万
円
消
防
費

　
　
一
二
億
五
千
二
百

　
　
晶

　
　
・
万
円
、
議
会
費

　
　
　
一
億
六
千
七
百

　
　
万
円
、
商
工
費

　
　
　
一
億
五
千
四
百

　
　
万
円
、
労
働
費

　
　
五
干
八
百
万
円
、

　
　
　
災
害
復
旧
費
二

　
　
千
七
百
万
円
の

　
　
順
に
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。

歳入81億8，098万円

453，600（5，5％）

r繰越金219，202（2．7％

財産収入157，256（1，9％）

地方譲与税119，053（1．5％）

使用料及び手数料108，589（1．3％

　　自動車取得税交付金
　「

　　　97，356（1．2％）

　　　　「　　　　　分担金及び負担金

　　　　　　84，151（1．1％）

　　その他

　　　　35，274（0。5％

6，957（32．8％）

2，324，273（28．4％）

r1，265，074（15．4％

630，192（7．7％）

市
債

諸
収
入

2．686

国
県
支
出
金

地
方
交
付
税

市

税

（単1立千円1

）
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市税収入内訳
その他8，515万8千円（3．1％）

都市計画税1億！，755万2千円
　　　　　　　　　14．4％）

電気税1億3・945磁F7繋鱗排　欝、隷，千円
　　　　　（5・9％）　　　　予算額　　（44．2％）
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歳出79億8，983万円

陣位千円）

教
膏
費

土
木
費

総
務
費

5％1

民
生
費

農
林
水
産
業
費

公
績
費

衛
生
費

）
　
％

％
　
9

（2．1％〉

費
，267（3．2％

685，423（8

　　　　757，9

　　　　　　　　8

舞灘
　57，871（0，7

　　　商工費
　153，738（1
　　　議会費
　　167，309
　　　　消防
　　　　252

85・議瓢、」

　　　　　　892，732（11．2％

1、132，514（14．2％）

227，233（15．3％）」

　　1，317，539（16，5％

　　　　　1，318，158（16

　　　　　　　　　　人口42，355人

S．61，3．31日現在　世帯数11，522戸

特別会計

●国民健康保険事業

　予算額19億4，650万円
　収入済額　19億8，143万円

　支出済額　18億7，152万円

1，297万円

1，230万円

1，221万円

●簡易水道事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

4億6，159万円

4億6，127万円

4億6，127万円

O下水道事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

3，948万円

3，900万円

3，900万円

●地方卸売市場事業

　予算額
　収入済額
　支出済額

13億8，910万円

13億6，795万円

13億6，633万円

●老人保健

　予算額
　収入済額
　支出済額

上水道事業会計

●収益的収入及び支出

　　　（経常経費）

　　収入予算額　　3億1，072万円

　　収入済額　3億3，489万円

　　支出予算額　　2億8，838万円

　　支出済額　2億8，362万円

●資本的収入及び支出

　　　（投資的経費）

　収入予算額　　　　5，163万円

　収入済額　　　5，163万円
　支出予算額　　1億9，485万円

　支出済額　1億7，841万円

5



　　　／

／

ぼ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

、U

sunp熊

㈱
東
北
サ
ン
パ
ツ
ク

　
昭
和
翌
年
、
市
の
誘
致
企
業
と
し

て
東
北
工
。
公
ワ
の
社
名
の
も
と
現
在

地
に
創
立
し
、
昭
和
5
6
年
1
1
月
社
名

畜
現
在
の
東
北
サ
ン
パ
ッ
ク
に
変
更

し
ま
し
た
。

　
東
北
サ
・
・
六
ッ
グ
は
水
深
蜘
m
ま

で
耐
え
る
全
天
■
候
ス
ト
ロ
ボ
や
赤
外

線
ス
ト
ロ
ボ
な
ど
製
品
の
7
割
を
ス

ト
ロ
ボ
が
占
め
、
他
に
ビ
デ
オ
ラ
イ

ト
、
映
し
て
見
な
が
ら
ブ
リ
ン
ト
も

で
き
る
ビ
ュ
ー
ブ
リ
ン
ダ
ー
、
カ
メ

ラ
の
部
品
な
と
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

こ
二
で
造
ら
れ
る
ス
ト
ロ
ボ
の
約
7

割
が
米
国
等
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

影　　彊
寧

盛鵜

市

長

誌

・
白
石
市
鷹
巣
字
和
貢
前
7
の
1

　
社
名
の
サ
ン
ヘ
ッ
プ
と
は
、
サ
シ

　
（
太
陽
）
を
パ
ッ
ケ
し
、
太
陽
と
同

じ
光
を
発
光
し
美
し
い
写
真
を
写
せ

る
よ
う
に
と
名
付
け
た
の
で
す
が
、

国
内
で
の
宣
伝
を
し
て
い
な
い
た
め
、

サ
ン
パ
ッ
ク
と
い
う
と
ゴ
ミ
袋
の
会

社
？
と
間
違
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
溺
豪
雨
の
と
き
は
腰
ぐ
ら
い
ま
で

水
に
つ
か
り
、
怯
械
が
使
用
で
き
な
、

ノ
・
な
り
、
原
材
料
・
製
品
は
水
に
．
．
師
．

れ
大
量
に
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
い
た
し

ま
し
た
。

　
8
月
中
は
使
え
な
く
な
っ
た
機
械

頃
の
交
換
で
生
産
で
き
ず
、
9
月
か

ら
や
っ
と
生
産
体
制
に
入
り
、
現
在

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物
用
の
ス
ト

ロ
ボ
の
製
造
に
休
日
も
返
上
し
て
、

・、

王
社
員
が
総
力
を
あ
げ
、
8
月
分
の

生
産
の
ブ
ラ
ン
ク
回
復
と
ス
ト
ロ
ボ

の
専
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
7

巧
f
ド
の
も
と
新
製
品
の
開
発
・
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、

　
サ
〉
、
『
ノ
ヶ
の
生
産
工
場
は
香
港
・

と
自
石
に
あ
り
ま
す
が
、
香
港
廿
ン

ペ
ノ
ヶ
は
主
と
し
て
欧
州
方
面
、
東

北
サ
ン
パ
ッ
フ
の
製
品
は
・
王
と
し
て

米
国
に
向
け
ら
れ
、
世
界
脚
ヤ
国
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
・

9
月
2
9
日
㈲
福
島
県
知
事
ら
と
懇
談

　
　
ト
ラ
f
ア
ン
ブ
ル
ム
ム
と
い
う
の
が

あ
る
．
．
国
道
二
三
号
・
－
五
号

の
起
点
は
相
馬
市
、
そ
、
れ
ぞ
、
れ
の
改

良
期
成
同
盟
会
の
会
長
は
白
石
市
長

と
福
島
市
長
、
こ
れ
を
国
道
四
号
で

結
ぶ
と
三
角
形
と
な
る
こ
と
か
ら
、

松
平
知
事
の
提
唱
に
よ
り
結
成
さ
れ

た
松
平
知
事
を
か
二
む
相
馬
・
福
島

　
！
日
石
三
市
長
の
会
で
あ
る
．
、

　
第
二
回
目
の
会
台
が
桐
馬
市
で
開

か
れ
、
『
松
川
浦
』
・
「
、
飯
坂
・
土
湯
を

禽
む
五
・
妻
瓶
『
蔵
王
』
と
観
光
も
広
敏
，

的
に
ト
ラ
f
ア
シ
ヶ
几
で
い
二
う
と

　
い
う
話
に
な
っ
た
．
．
大
替
ハ
歳
、
．
．

30

日
∪
り
　
白
石
川
緑
地
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
復
旧
陳
情

　
迂
恥
法
相
及
び
建
設
省
に
河
川
公

．
園
の
四
百
米
ト
ラ
ッ
ヶ
災
害
復
旧
を

陳
情
．
工
事
中
の
も
の
を
災
害
復
旧

『
『
曳

撃

（
包

』

　
　
　
　
　
　
　
　
一

戦ツ
駅長

事
業
に
し
六
．
先
例
は
な
い
が
、
法
務

大
臣
及
び
県
の
こ
努
力
を
順
き
、
ほ

ぼ
大
丈
キ
、
と
の
磐
触
を
得
た
ウ

　
ト
ン
ボ
返
り
し
で
、
、
夜
建
設
省
関

係
の
荻
害
査
定
官
と
の
懇
談
ム
写
に
出

席
す
る
。
最
初
か
つ
ら
や
へ
行
っ
て

部
屋
に
ス
、
り
込
み
、
会
食
の
席
に
混

じ
っ
た
が
と
う
も
様
子
が
お
か
し
い
．
．

　
犬
河
原
土
木
事
務
所
の
三
橋
所
長

以
下
が
い
た
が
市
の
職
員
が
一
人
も

い
な
い
．
、
「
所
長
さ
ん
、
う
ち
の
職
員

が
一
へ
も
い
な
い
の
で
す
が
ど
う
し

た
の
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
「
お
宅

の
方
は
と
な
り
の
い
。
つ
み
や
さ
ん
で

す
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
あ
わ
て
て
立

と
う
と
し
た
ら
査
定
官
い
わ
く
「
こ

ち
ら
が
本
元
だ
か
ら
、
こ
二
に
い
れ

ば
全
部
O
K
だ
よ
．
．
ゆ
っ
く
り
し
て

い
ら
、
つ
し
ぬ
、
い
」
ぞ
、
う
も
い
か
ず
に
．

あ
わ
マ
、
て
い
づ
み
や
に
駆
け
つ
け
た
。

　
そ
、
の
話
を
し
た
ら
大
笑
い
．
．
臼
石

市
担
当
の
吉
川
検
査
官
に
「
市
長
は

た
い
し
た
も
ん
だ
．
．
べ
の
座
敷
に
ま

で
庁
っ
て
陳
情
す
る
ん
だ
か
ら
、
」
と

ヒ
ヤ
か
さ
れ
六
．
。
聞
：
と
翌
日
の
査

成
事
業
に
の
せ
、
四
年
以
内
に
二
十

数
億
円
で
全
面
改
修
し
て
頂
ー
た
め

の
陳
情
で
あ
る
．
、
こ
れ
は
北
白
川
地

．

区
民
全
員
の
願
い
で
あ
り
、
早
期
実

現
を
何
と
か
推
進
し
て
頂
き
た
い
。

8
日
伽
　
国
道
二
一
一
一
号
改
良
陳
情

　
二
井
宿
僧
血
改
良
着
工
、
落
台
局
．

改
の
進
展
、
小
原
六
号
卜
・
＜
不
几
も

著
工
し
た
。
最
大
の
問
題
は
、
本
市

の
斎
川
に
架
け
る
橋
及
び
こ
線
橋
、

七
十
戸
以
上
の
移
転
で
あ
る
．
、

M
日
㈹
　
鉄
道
記
念
日
一
日
駅
長

17

日
創
　
東
北
ポ
ス
ト
ピ
ア

　
　
（
郵
政
事
業
首
長
連
絡
）
会
議

　
宮
城
、
青
森
、
山
形
の
普
通
郵
便

局
所
在
地
の
市
長
が
集
ま
る
。
ス
一
ビ

ー
チ
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
て
要

望
を
か
ね
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
．
、
．

　
「
本
市
は
将
来
、
工
業
と
観
光
を
柱

に
伸
び
る
で
あ
ろ
う
．
、
そ
の
た
め
の

条
件
は
高
速
交
通
ネ
ノ
ト
ワ
ー
』
ノ
と

ニ
ュ
ー
メ
デ
f
ア
の
整
備
’
．
k
あ
る
。

高
速
交
通
体
系
の
整
備
は
進
み
、
ニ

ュ
ー
メ
デ
f
ア
の
整
備
も
農
水
省
の

仙
南
地
域
グ
リ
ー
ン
ト
ビ
ア
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
進
む
で
あ
ろ
ろ
。

つ
い
て
は
特
定
局
に
も
端
末
器
を
置

き
、
地
城
社
会
づ
ー
り
の
た
め
、
の
さ
・

ま
ざ
ま
な
情
報
を
無
料
f
、
引
き
出
せ

る
よ
う
に
し
で
、
い
た
だ
ぎ
た
い
」

　
二
れ
に
対
し
，
金
光
東
北
郵
政
局
、

長
か
ら
、
積
極
的
に
棒
討
し
で
．
い
き

た
い
旨
の
答
弁
か
あ
っ
た
．
、

6

ザ鰐

　
　
一
ブ
7

　
籔
ホ
ノ

　
％
◆
　
宛
却
ノ

　
障
　
4

鋤
鶴
“

．
訓
J

．
壷

　
“
へ
㌧

噸：ウ：

剥－

甑

掌

話題を追って：ウ：・：。：◆

　：・
‡◎：・。：◎

．
膿
購

翼闘。

ξ

甲
む
嚢

　
ヤ
罷
ぱ
．
　
、

’
μ

　　晦
　ノ

”

マ
、

　
諏

　
ヂ

　
鮮
／

L
．
盈
当

ー
、
マ
』

夢満
　ニや

転ρ
騨
擁
帆

　
　
　
騨

」
，

「ソレッ！スマッシュ」
10月9日　第30回白石市中学校体育祭
　　　　　　　　　　　　　　　　　τ

　　　　　　　　　　　　　纐滋

　
　
　
　
『
｝

、
騒
鵡
憧
、

　
　
　
一
二
、

　
　
　
　
A
、
了
．

磨
．
．

　
ユ
．

　　　　　　　　畿　　　　　　　嚢　　　　鷺

疑懸

こっちよ～」
第58回白石市民体育大会
　　　　　　」［畠一縫

「早く　早く

　　10月10日

O議
、
藤
ー

麹三比騰f髭11・1
リと……」

到白石市小学校体育祭

．・ぞ」

三親と子の大運動会

口■置田　　口薗

臨闘〆璽璽

畜
鰭
、
蕊

x
、
　
嗣
卜

　
　
－
，
麹

　
　
　
．
殊

　
　
　
驚
－

二
『
雫
も

脇
齪
　
－
、

覇
轟
鯉

麟
麟
懸

　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
ー
盈
誉

　
　
　
　
唱
こ

熱

轟

『
畦

峰喜ζ、

歴，1

一

総合優勝本郷第三チーム
10月10日　第58回白石市民体育大会

　
　　　　き

，』蝿

　　　『　　　』　　　つ　　　一

して資料館

一　　　　　　　　　　　　　　　サ

，、lr』4

「準備体操はしっかり

　10月14日　第30回

、

　
　
　
轟

　
・
　
¢

購
、

恥
鰍

凸
γ

ワァーッ、敵も強い
・9月28日　本郷三
灘’ラ型闘

戴
．

義量　・　　　　し
ノ
， 黙

醸鉱、　　．拶嚢瞬
瞬

醸■鞭　　輩㎝」貌
10月24日　白石興産㈱創立100周年記念と
建設資金寄贈

9月29日　石川きよさん（小原出身77才
　ブラジルから一時帰国

　　　庵螺
　　　　》

孔
　　　　　　　ドヘ　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

「このくらいで　いいか
　9月26日　スタミナ

　7



11月8日（土）～11月9日（日

簾の襯磯と犠薩醗　纏繕禰講農繋祭・登舞

　
第
1
0
回
白
石
市
農
業
祭
が
市
内
各
会
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
特
別
企
画
と
し
て
白
石
第
二
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
市

内
遊
覧
飛
行
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
恒
例
と
な
り

ま
し
た
姉
妹
都
市
登
別
市
の
「
観
光
と
物
産
展
」
も

市
民
会
館
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
粉
じ
ん
公
害
防
止
の
た
め
「
脱
ス
パ
イ
ク

フ
ェ
ア
」
を
併
催
し
ま
す
。

「
3
　
　
r

凋懸

寧軸麹愛
磁磁潴獅描，

－
堕
灘
、
・

鋤
麗

蕊
、
　
諏

繊
U
・

，
，
捜
ー峯複

、

　
F
ノ

～
轡
』

闘
～

ち肇
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
｝

虹
蜷
い

　
　
　
　
・
鍵

　
　
　
　
藝
」

　
　
　
　
　
　
“
遷

　
　
　
　
　
　
ゆ
ず

　
　
　
　
　
　
ル
、
舶

　
　
　
　
　
払
q

鵠、観嚥

調ゼ

　
　
醤

　
・
イ
｝
－

　
ぜ

蟹
　
斡

』
申
鴨

【

長

容内所場

一般公開及び即売会自石第一小学校体育館

時　　問

9：00～16：00

9：00～14：00

審査及び一般公開白石家畜市場9：00～16：00

生活用品総合展示会・植木・
園芸資材市・農業機械展示会
お楽しみ抽選会

白石市農協会館
9：00～16：00

9：00～14：00

　日

8日

9日
10月30日

11月16日

8日

9日

　行　事　名
　　農林産物共進会
第1部及び即売会

　　家畜共進会
第2部
　　及び即売会

第3部農業と農業展

開公一　般白石市民会館ウ〃生活改善展第4部

一般公開及び即売会〃〃〃

　．　　白石市物産展
弔5部
　　　登別市牢勿産展

公開一　般白石第一小学校体育館〃〃書写及び絵画展第6部

家庭バレーボール

ソフトボール

芸能大会のど自慢王座決定戦

ゲートボール

米の特別販売

臼石市中央公民館

自石市営グラウンド

自石市民会館大ホール

白石川緑地公園コート

自石市民会館
白石第一小学校校庭

9：00～16：00

臼石第一小学校校庭

消費生活パネル展

不用品活用会

スタットレスタイヤ展示

チェーン脱着コンテスト外

自石市民会館

〃

覧遊市内白石第二小学校

11：00～14＝00

9：00～15：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～17：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

13：00～16：00

10：00～15：00

日9レクリエーション第7部

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

8
9

自石市米まつり

8
9
8
9
8
9
8
9

カ・カ・しまつり

活展費生消

党スバイクフェア展

併

催

　特別企画
ヘリコプター遊覧

8

登
劉
、
擶
の

　
　
　
観
光
を
物
”
篠
簾
欺

　
北
海
道
な
ら
で
は
の
産
物
を
「
新

鮮
さ
、
安
さ
、
珍
ら
し
さ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
試
飲
・
試
食
そ
し
て
即
売

い
た
し
ま
す
、
、
ご
来
場
を
お
侍
ち
し

て
お
り
ま
す
．
．
．

▼
期
日

　
1
1
月
8
日
ω
　
9
時
～
1
6
時
ま
で

　
1
1
月
9
日
㈲
　
9
時
～
M
時
ま
で

▼
会
場

　
自
石
市
民
会
館

圏
物
産
展

　
北
海
道
観
光
土
産
品

　
（
木
彫
品
、
装
飾
品
、
ニ
ポ
ポ
、

　
　
ヘ
ン
ダ
ン
ト
他
）

　
北
海
道
物
産
品

　
〔
農
産
物
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
順
等
V

　
北
海
道
海
産
物

　
（
新
巻
サ
ケ
、
筋
子
、
タ
ラ
コ
、

　
　
ほ
た
て
ク
ン
セ
イ
、
紅
サ
ヶ
グ

　
　
・
・
七
イ
、
珍
昧
類
）

　
登
別
温
泉
特
産
品

　
（
ワ
サ
ビ
漬
、
熊
ま
ん
じ
ゅ
う
、

　
　
北
海
最
中
、
バ
タ
ー
せ
ん
べ
い
、

　
　
雪
の
花
、
わ
か
き
っ
こ
い
も
、

　
　
あ
げ
い
も
っ
こ
、
ベ
ダ
ー
あ
め
、

　
　
コ
ン
ブ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
）

　
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
．
．

團
北
海
道
名
物
「
石
狩
鍋
」

　
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
期
間
中
枷
食
）

．7、

パ

と
てノ

ツ

エ

ア

　
昨
年
か
ら
県
で
は
ス
パ
イ
ク
々
イ

ヤ
の
使
用
を
規
制
し
、
粉
じ
ん
公
害

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
脱
ス
ヘ
r
ク
運
動
推
進
の
た
め
、

「
脱
ス
パ
イ
ク
フ
ェ
ア
」
を
農
業
祭

と
併
催
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
抽
せ
ん
に
よ
り
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
十
台
分
と
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
三
十
組
の
贈
呈
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
　
±
月
八
日
㈲
九
時
～
士
ハ
時

　
　
　
　
士
月
九
日
㈹
九
時
～
＋
四
時

▼
会
場
　
市
民
会
館
東
側
駐
車
場

▼
主
催
　
宮
城
県

　
　
　
　
自
石
市

▼
内
容

　
O
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
・
タ
イ

　
　
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
展
示

　
○
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
・
冬
用
小
物

　
　
類
の
展
示
・
即
売

　
　
　
　
　
　
、
寵

』，，驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暢　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鯉　　　　　　　　　　　　　　　窃　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　爵　　　　　　　　　　　　　　騒　　　　　　　　　　麟　　　　　　　韓　　　向
健

　
市
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
．
、
今
回
は
南

町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
・
滝
下
の
各
行
政
区
の
一
部
（
区
画
図
参
照
）
の
住
居
表
示

整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
関
係
地
域
住
民
の
皆
様
に
住
居
表
示
の

概
要
を
説
明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
事
業
の
進
め
方
と
し
て
は
、
実
施
区
域

の
新
し
い
町
割
り
に
基
づ
い
て
町
名
を
決
め
る
作

業
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
整
備
区
域
に
は
、
字
桜

小
路
・
字
沢
端
・
字
外
北
小
路
・
宇
調
練
場
・
宇

兀
山
・
宇
番
丁
・
字
東
小
路
・
字
益
岡
・
宇
本
鍛

冶
小
路
・
字
馬
場
・
森
合
字
兀
山
・
森
合
字
八
幡

坂
・
森
台
宇
西
町
・
森
合
宇
南
千
刈
田
．
蔵
本
字

屋
敷
前
な
ど
十
五
の
字
名
が
あ
り
ま
す
、

　
こ
れ
を
四
つ
の
町
名
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
町
名
に
つ
い
て
関
係
地
区
の
皆

憬
と
話
し
合
い
を
進
め
て
お
り
、
臼
石
に
ふ
さ

わ
し
い
町
名
を
検
討
し
で
、
い
ま
す
、
．

　
昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日
に
新
住
居
表
示
が

実
施
で
き
ま
す
よ
う
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
岱
五
－
二
一
一
一
内
線
二
三
二
許
、

購歪ン』
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　車
校中
章学
き髄
ま
る

第
十
九
回
白
石
市
公
衆
衛
生

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
各
賞
受
賞
者
表
彰

正
し
い
土
地
取
引
の
た
め
に

　
、
，
ず

隊　
　
　
畜

〆
風

　
白
石
市
立
束
中
学
校
の
校
章
を
公

募
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外

か
ら
「
九
十
点
」
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
厳
選
の
結
果
、
大
槻
征
子
さ
ん
の

作
品
が
東
中
学
校
の
校
章
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
を
基
本
と
し
、
仙
台
の

千
葉
節
夫
先
生
に
専
門
的
見
地
か
ら

加
筆
修
正
を
お
願
い
し
て
で
き
あ
が

っ
た
も
の
で
す
。

連
糊
遡
加
．
継
艶
鍵

か
な
自
然
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

桜
の
花
は
、
日
本
一
の
中
学
校
に
な

る
こ
と
を
、
円
は
友
情
と
全
体
の
輪

を
、
内
部
の
紺
色
は
可
能
性
と
若
さ

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
校
章
を
誇
り
と
し
、
す
ば
ら

し
い
校
風
を
育
く
ん
で
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
、
、

　
十
月
三
日
、
白
石
市
民
会
館
第
一

集
会
室
で
、
第
十
九
回
白
石
市
公
衆

衛
生
大
会
・
各
賞
受
賞
者
の
表
彰
式

が
挙
行
き
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
き
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
．
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

冒
石
市
長
賞
】

　
大
久
保
善
助
、
小
関
庸
、
小
原
温

　
泉
振
興
会

【
仙
南
保
健
所
長
賞
】

　
佐
藤
宏
、
村
上
正
大
、
佐
藤
文
江

【
白
石
・
刈
田
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
賞
一

　
藤
間
宗
一
郎
、
中
ノ
目
正
治
郎
、

　
末
永
精
一
、
小
関
邦
夫
、
佐
藤
歳
蔵

【
白
石
市
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
賞
】

　
小
野
仁
右
ヱ
門
、
高
橋
武
志
、
半

　
沢
仁
吉
、
渡
部
孝
一
、
後
藤
正
、

　
菅
野
政
直
、
村
上
慶
三
郎
、
末
谷

　
博
、
佐
藤
春
雄
、
大
橋
甲
治
、
高

　
野
幸
雄
、
武
田
清
治
、
高
野
傅
、

　
山
田
昇
治
、
八
巻
重
吉
、
松
本
和

　
彦
、
高
橋
章
司
、
白
石
市
緑
が
丘

　
会
、
清
水
小
路
自
治
会
青
年
部
、

　
三
住
柏
寿
会
、
中
北
地
区
子
供
会

★
生
活
環
境
を
良
く
し

　
　
　
快
適
な
生
活
を
し
よ
う

★
山
林
、
河
川
等
ゴ
ミ
の

　
　
不
法
投
棄
を
止
め
ま
し
ょ
う

信
頼
で
き
る
店
で
は

　
　
　
　
“
電
話
勧
誘
”
は
し
ま
せ
ん
〃

　
昭
和
六
十
一
年
度
地
価
調
査
結
果

（
七
月
一
日
現
在
）
を
十
月
一
日
に

宮
城
県
が
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
価
格
は
み
な
さ
ん
が
実
際
に

土
地
の
取
引
を
さ
れ
る
時
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
等
の

取
引
価
格
審
査
の
基
礎
に
も
な
り
ま

す
。
市
内
1
0
基
準
地
の
標
準
価
格
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
県
内
の
標
準
価
格
を
記
載

〈
地
価
調
査
結
果
V

し
た
書
面
を
市
秘
書
企
画
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ず0

1刻的

　o，s

　10

　　3

　15

　15

1㎡当周勲F｛鵡【Fヌ

δ0．7　1

　　　74，500

　　　29，511F

1－

17

B

　　　5、500

　　】3．2un

　　ln．bOU

　L2ilOr四〕

　　13．3的

EOアー1L，
　3Elレ．oor

司．7‘L

　　　75，100

　　　Z9，80D

　　　31，00n

　　　32，30n

　　　　G，6eo

　　　I3400

　　　11．oon

　　133000

　　　L3，10n

qG7－lll
　　310，nOO

基噌地締所存

及ザ地孟
字沢端軸副

福岡畏袋宇陳
場’r丘7躊M

福岡長袋寧八
斗づ草28番1外

君猛山宇荒屋勲

70爵1
越≧ロ∫宇町屋敷

33番

白川津田字小
路歴敷7∩爵I

k麿1尺火町宇
塔ノλ娼箭1

字中町・重爵

弔辻別

lE宅地

華艀埴

1ぼセ地

田中東字
外

山
番

椰
20
幅岡蔵‡字岳
・卜屋噸6置2

商婁雌

　　　地

林　地

白
石
温
泉

　
金
、
プ
ラ
チ
ナ
等
の
取
引
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
突
然
、
電
話
で
「
こ
の
品
を
当
社

に
預
け
る
と
一
年
で
一
割
の
配
当
を

前
渡
し
す
る
」
と
う
ま
い
話
を
も
ち

出
し
、
買
っ
た
は
ず
の
客
の
手
元
に

は
証
書
だ
け
を
残
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
後
日
、
満
期
に
な
り
商
品
の
引
渡

し
を
要
求
し
て
も
強
引
に
再
契
約
き

せ
ら
れ
現
物
は
渡
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
豊
田
商
事
の
手
口
と
同
じ
「
現

物
ま
が
い
商
法
」
で
悪
質
な
商
売
で

す
。
絶
対
こ
の
よ
う
な
誘
い
に
の
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
を
蓄
財
の
手
段
と

し
て
購
入
し
て
も
国
際
的
な
市
場
で

の
価
格
が
予
測
困
難
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
商
品
が
必
要
な
と
き
は
、

社
団
法
人
日
本
金
地
金
協
会
の
会
員

店
、
登
録
店
、
デ
パ
ー
ト
、
銀
行
な

ど
信
頼
で
き
る
店
で
代
金
と
引
き
替

え
に
受
取
る
の
が
安
心
で
す
。

※
預
金
通
帳
や
印
鑑
は
み
だ
り
に
他

へ
に
見
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
福
岡
蔵
本
菅
生
田
の
薬
師
堂
に
は

一
丈
三
尺
（
4
m
）
の
薬
師
如
来
の

石
像
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石

像
を
刻
ん
だ
石
は
千
年
以
上
も
前
に

洪
水
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
滝
下
側
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
縄
が
切
れ
て
ど
う
し
て
も

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
を
見
て
い
た
え
ん
に
ん

（
慈
覚
大
師
か
？
）
と
い
う
え
ら
い

お
坊
さ
ん
が
「
仏
さ
ん
は
南
側
を
嫌

っ
て
お
ら
れ
る
。
ぶ
ど
う
の
つ
る
で

北
側
に
引
き
上
げ
よ
」
と
言
っ
た
の

で
、
そ
の
と
お
り
に
し
た
と
こ
ろ
現

在
の
と
こ
ろ
ま
で
や
す
や
す
と
引
き

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ

（
薬
師
の
湯
）

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
僧
侶
は
、
薬

師
堂
の
近
く
に
温
泉
を
み
つ
け
、
菅

生
田
長
者
に
開
湯
を
勧
め
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
薬
師
の
湯
も
の
ち
に
地
震
に

よ
り
湯
脈
が
消
失
し
、
今
で
は
薬
師

堂
の
上
の
方
の
坂
に
湯
坂
と
い
う
地

名
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
薬
師
の
湯
、
新
薬
師
の
湯

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
昭
和
3
6

年
、
5
6
年
に
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ー
リ
ン
グ

に
よ
っ
て
掘
り
あ
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。　

郵
便
年
金
加
入
者
ホ
ー
ム
「
不
忘

荘
」
と
農
林
年
金
白
石
保
養
所
「
本

陣
」
は
白
石
温
泉
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
．

㊥
翻
磨
⑫
鴎

家
族
を
風
邪
か
ら
守
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
呉
汁
（
ご
じ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ニ
ケ
、
玉
ネ
ギ
を
入
れ
て
よ
く

～
犠

嘱
弔

佐藤きよさん（深谷

　
【
材
料
】
水
に
ひ
た
し
た
大
豆
カ
ッ

　
プ
ー
・
玉
ネ
ギ
2
個
・
と
り
肉
脚

　
9
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
3
個
・
ニ
ン
ジ
ン

　
一
本
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
㎜
9
。
ニ

　
ン
ニ
ク
一
か
け
・
牛
乳
二
本
・
ス

　
ー
プ
の
素
一
個
、
塩
、
こ
し
ょ
う

　
少
々
。

【
作
り
方
】

①
大
豆
は
、
水
カ
ッ
プ
一
杯
を
加
え

　
て
、
・
、
キ
サ
ー
に
か
け
て
お
く
。
と

　
り
肉
は
一
口
大
に
そ
ぎ
切
り
し
、

　
塩
、
こ
し
ょ
う
を
軽
く
し
て
お
く
。

②
玉
ネ
ギ
は
半
月
切
り
、
ジ
ャ
ガ
イ

　
モ
は
乱
切
り
、
ニ
ン
ジ
ン
は
い
ち

　
ょ
う
切
り
、
ニ
ン
ニ
ク
は
薄
切
り

　
に
し
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
色
よ
く

　
ゆ
で
る
。

③
鍋
に
油
大
さ
じ
一
杯
を
熱
し
、
二

　
い
た
め
、
と
り
肉
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

　
ニ
ン
ジ
ン
を
加
え
て
い
た
め
、
ス

　
ー
プ
カ
ッ
プ
三
杯
を
加
え
、
十
分

　
程
煮
る
。

④
）
①
）
の
ダ
イ
ズ
を
流
し
入
れ
、
煮
た

　
っ
た
ら
ア
ク
を
取
り
な
が
ら
煮
る
。

　
牛
乳
を
加
え
、
塩
こ
し
ょ
う
で
昧

　
を
と
と
の
え
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

　
入
れ
、
ひ
と
煮
す
る
。

ご
存
じ
で
す
か
？

”
野
菜
の
効
用
を
見
直
そ
う
ー

　
野
尋
采
は
、
と
か
く
料
理
の
添
え
も

の
と
し
て
軽
ん
じ
ら
れ
、
食
べ
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
健
康
を
守
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
美

食
に
偏
り
、
野
菜
不
足
が
増
え
る
に

つ
れ
、
成
人
病
年
齢
が
驚
く
ほ
ど
下

が
り
ま
し
た
。
健
康
に
過
ご
す
た
め

野
菜
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
〃
”

【
野
菜
の
効
用
】

※
水
分
が
9
0
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
も
あ

　
る
た
め
に
、
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
く
、

　
食
べ
て
も
太
り
ま
せ
ん
。
ダ
イ
エ

　
ッ
ト
す
る
に
は
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

　
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ー
繊
維
や
ベ
ク
チ
ン
が
多
い
の
で
便

　
秘
を
防
ぎ
、
大
腸
ガ
ン
を
予
防
し

　
ま
す
。

※
誠
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
出

　
し
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

　
げ
、
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
ま
す
。

※
繊
維
に
よ
り
、
便
通
が
整
え
ら
れ

　
る
と
、
食
塩
の
排
泄
量
が
増
え
、

　
高
血
圧
の
方
は
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。

※
無
機
質
で
は
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
の

　
で
、
食
塩
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
均
衡

　
を
保
ち
、
高
血
圧
を
予
防
し
ま
す
。

※
カ
ル
シ
ウ
ム
は
切
干
し
大
根
・
大

　
根
、
か
ぶ
の
葉
、
鉄
は
ほ
う
れ
ん

　
草
・
大
根
葉
に
多
く
、
病
気
に
対

　
し
抵
抗
力
を
付
け
ま
す
。

※
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
A
、
ビ
タ
ミ
ン

　
B
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、
ビ
タ
ミ
ン
C

　
の
供
給
源
で
す
が
、
新
鮮
な
も
の

　
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
く
、
緑
黄

　
色
野
菜
は
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン

　
C
が
淡
色
野
菜
よ
り
豊
富
で
す
。

　
　
ー
「
医
食
同
源
」
よ
り
ー

　
　
　
　
一
　
　
　
飛

　
騨
薩

調査日：昭和61年10月1日　白石市
消費生活モニター調査結果

　　備　　考

上昇品目：しょう

油、バター

下降品目：サラダ油

小麦粉、食パン、

マーガリン、ティッ

シュペーパー、ラッ

プ、玄丁油、卓呈マ由、レ

ギュラーガソリン

横ばい品目：牛乳

プロパンガス、カレ

ーライス、理髪料、

パーマネント料、

重油

対前月鵬比

　一％
　0，4

△2．2

△1．3
△0．7

△1，0

0．8

2．0

0．9

△

△

5．1

4，9

4．1

4．9

△

△

△

△

前痔平均餅苔

　　　275円

　　　268

　　　402

　　　224

　　　151

　　　206

　　　231

　　　386

　　　153

　　　213

　4，736

　　　457

　　1，600

　　5．412

　　1，052

　　1，079

　　　122

　　　82

　　　60

平均値
　　　　275円

　　　　269

　　　　393

　　　　221

　　　　150

　　　　204

　　　　231

　　　　389

　　　　150

　　　　211

　　4，736

　　　　457

　　1，600

　　5，412

　　　　998

　　1，026

　　　　117

　　　　78

　　　　　60

叢　低　値

　　　　258円

　　　　250

　　　　298

　　　　188

　　　　150

　　　　188

　　　　198

　　　　378

　　　　118

　　　　150

　　4，450

　　　　450

　　1，500

　　5，000

　　　　950

　　　　950

　　　　115

　　　　75

　　　　58

最　嵩　価

　　　　288円

　　　　300

　　　　445

　　　　240

　　　　150

　　　　235

　　　　260

　　　　420

　　　　180

　　　　248

　　5，070

　　　　500

　　1，700

　　6，000

　　1，130

　　1，150

　　　　120

　　　　　89

　　　　　65

　　　銘柄・規格

上白糖　　 1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　7009

薄力粉　　　　1kg
並　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚　紙箱入り

幅30em・長さ20m

10㎡（気体）

並　　食　　一　　皿
小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット）

（店頭価格　　18召）

（配達料込み　18の

1召　　　現　　　　金

1ε　　　現　　　金

1召　　　現　　　　金

　品　　名
1，砂　　糖

2，しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5．食　パ　ン

6，マーガリン

7，牛　　乳
8．バ　タ　ー
9曝　ティノシュペーバー

10．ラ　ッ　プ
11．　プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪　料
工4．パーマネント料

油15．灯

16．躍ユラーガ’川ン

17，軽　　　油

18．A　重　油

ノノ
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：
一⊥

㊥融
ん
な
で
高
め
よ
う
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
の
文
化

　
　
　
　
　
白
石
市
文
化
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
浜
　
田
　
徳
兵
衛
氏
（
5
9
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
大
川
町
5
の
1
0

　
昭
和
四
十
六
年
一
月
十
八
日
、
各
種
団
体
の
有
志
が
集
ま
り
、
白

石
の
文
化
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
に
は
各
種
団
体
間
の
連
絡
を
密

に
し
、
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
が
心
要
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

初
代
会
長
に
遠
藤
章
氏
を
推
し
、
白
石
市
文
化
協
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
発
足
当
時
の
加
盟
団
体
数

は
二
十
七
団
体
で
し
た
が
、

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
欝

｛
測
禽
．

．
嚇
《
覚
七
嫡

霧
白
石
萌
梶
ふ
あ
緬
賜

白
藁
市
中
乗
へ
菖
熈
鱈

黛
る
旧
諏
交
瑞
繊
逡

、
南
鰹
魔
化
等

ち
な
み
白
石
市
民
会
館
に
お
い
て
市

民
文
化
祭
を
開
催
し
て
以
来
、
現
在

の
加
盟
団
体
は
四
十
六
団
体
、
会
員

　
　
　
　
　
　
約
七
百
五
十
名
と
な

　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
活
動
団
体
も
俳
旬
、

　
　
　
　
　
　
短
歌
、
絵
画
、
バ
レ

　
　
　
　
　
　
ー
、
写
真
、
民
謡
、

　
　
　
　
　
　
書
道
、
茶
道
、
日
舞
、

　
　
　
　
　
　
詩
吟
、
長
唄
、
華
道
、

　
　
　
　
　
　
陶
芸
、
盆
報
、
か
る

　
　
　
　
　
　
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

　
　
　
　
　
　
線
、
和
紙
へ
形
、
コ

　
　
　
　
　
　
ー
ラ
ス
、
吹
奏
楽
、

臼
石
前
農
喪
睡
裡
甲
冑
武
者
保
存
な
ど

暑
串
塁
姦
，
各
パ
、
刀
野
に
わ
た
っ
て

臼
召
志
交
化
邸
ゆ
π

い
ま
す
。

　
「
第
一
回
目
は
県
主
催
の
巡
回
美
術

展
と
併
催
し
た
の
で
ポ
ス
タ
ー
は
つ

く
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
第
二
回
目
か

ら
は
毎
年
同
じ
図
柄
、
片
倉
家
の
馬

じ
る
し
で
も
あ
る
片
倉
家
の
鐘
を
中

心
に
お
き
デ
ザ
で
ン
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鐘
は
市
章
に
も
な
っ
て
お
り

白
石
市
民
の
文
化
祭
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
象
徴
さ
せ
て
い
ま
す
」

　
「
近
年
の
白
石
の
加
盟
団
体
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
で
は
活
発
に
活
動

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
文
化
祭
な
」

ど
全
体
的
な
行
事
に
参
加
さ
れ
る
方

が
限
定
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
市
．

民
文
化
祭
は
、
こ
こ
数
年
一
般
市
民

か
ら
の
作
品
も
募
り
、
誰
で
も
が
自

分
の
傑
作
を
展
示
し
た
り
、
発
表
で

き
る
開
か
れ
た
発
表
の
場
と
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か
…
」
と
浜

田
会
長
さ
ん
。

　
こ
と
し
も
十
一
月
一
日
か
ら
三
日

ま
で
白
石
市
中
奥
公
民
館
に
お
い
て

第
十
七
回
白
石
市
民
文
化
祭
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
び
気
軽

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
と
の
二
と

で
し
た
．
．

　
「
芸
甫
の
秋
」
で
す
。
き
あ
、
あ
な

た
も
チ
ャ
レ
・
・
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
〃
n

今
す
を
に
〃

　
　
伊
達
政
宗
が
最
後
の
江
戸
参
勤
の

一
た
め
仙
台
を
出
発
し
た
の
は
寛
永
十

』
二
年
（
一
六
三
六
）
四
月
二
十
日
、

・
恒
例
で
臼
石
城
に
一
泊
し
た
。
彼
は

『
既
に
腹
病
（
が
ん
）
を
わ
ず
ら
っ
て

・
お
り
死
期
も
近
い
と
覚
悟
し
て
い
た
。

、
翌
朝
、
片
倉
重
長
と
外
孫
で
養
子
の

．
三
之
助
〔
重
長
の
娘
が
松
前
安
広
に

『
嫁
ぎ
生
ま
れ
た
子
）
に
御
目
見
得
を

許
し
た
．
．
こ
の
と
き
三
之
助
は
七
歳
、

丁
端
正
な
動
作
・
容

貌
を
見
て
政
宗
は

手
ず
か
ら
脇
差
を

．
』
与
え
居
並
・
、
ひ
家
臣

．
達
に
こ
う
い
っ
た
。

　
「
祖
父
景
綱
は
重

．
長
と
い
う
よ
い
子

』
・
を
持
ち
大
坂
の
陣

』
で
天
下
に
名
を
と

ど
ろ
か
し
た
。
重

長
も
ま
た
果
報
者

で
聡
明
な
子
を
養

、
子
に
し
た
。
こ
の

郷土愛アレ渤レ

で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
真
相
は
今
で

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
伊
達
六
十
．
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
4
4

二
万
石
の
興
亡
に
か
か
わ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
っ
た
。
幼
主
亀
千
代
〔
綱
一

村
）
の
後
見
入
伊
達
兵
部
と
原
田
甲

斐
ら
の
官
僚
派
と
、
伊
達
安
芸
ら
｝
、

門
を
中
心
と
す
る
保
守
派
の
争
い
に
、
ド

兵
部
の
姻
戚
で
幕
府
の
大
老
酒
井
忠
、

清
が
か
ら
ん
で
の
権
力
争
い
と
い
う

の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
景
長
は
．

　
　
　
　
　
　
　
最
初
は
兵
部
ら
に
F

　
　
　
　
　
　
　
組
し
て
い
た
よ
う
・

　
　
　
　
　
　
　
だ
が
、
後
に
中
立
ゴ

（
1
9
）

－
子
を
無
事
に
育
て
野
山
を
駆
け
さ
せ

．
風
雨
に
め
げ
な
い
よ
ろ
き
び
し
く
訓

育
し
立
派
な
武
士
に
せ
よ
。
必
ず
や

．
祖
父
や
父
に
劣
ら
ぬ
者
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
訓
戒
し
た
。
こ
う
し
て
白
石

を
出
発
し
た
彼
は
江
戸
に
登
り
、
五

・
月
二
十
四
日
七
十
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
政
宗
の
眼
力
に
狂
い
は
な
か
っ

た
。
景
長
が
領
主
時
代
、
お
こ
っ
た

大
事
件
が
伊
達
騒
動
（
寛
文
事
件
）

政宗の眼力

的
立
場
を
と
り
争

い
の
囲
夘
に
あ
つ

た
。
紛
争
の
裁
判

は
幕
府
の
評
定
所
，

に
も
ち
込
ま
れ
審
『
‘

理
の
土
壇
場
で
甲
、

斐
と
安
芸
の
斬
死
、
T
．

兵
部
の
流
罪
と
い
．

う
こ
と
で
結
着
し
、

た
。
こ
の
あ
と
藩
．
一

内
の
動
揺
と
混
乱
は
ひ
ど
か
っ
た
一
．

幕
府
は
幼
主
を
守
り
立
て
藩
内
を
鎮

静
さ
せ
る
た
め
景
長
が
適
任
で
あ
る

と
し
、
特
命
で
藩
奉
行
を
命
じ
た
。

景
長
は
当
時
病
中
だ
っ
た
が
、
こ
の
、

期
待
に
こ
た
え
難
局
を
の
り
切
っ
た
。

当
時
の
八
は
「
景
長
の
争
回
の
働
き

は
祖
父
や
父
に
劣
ら
ぬ
も
の
」
と
激

賞
し
た
．
、
政
宗
の
へ
を
見
る
目
は
狂

わ
な
か
っ
た
，
　
ハ
市
史
編
さ
ん
室
）

m
イ
ド
ル

ニ
アわが家の

　
　
　
　
　
サ

負
＼

～《一黛
阿部　めぐみちゃん（大鷹沢

　明さん、由美子さんの長女

ママからひとこと

　ミ健康でやさしい

　　女の子に育ってほしい，

　P

㎡
鷺

趨
　
　
礪

「
わ
た
り
て
つ
ぼ
う
」

む
ら
か
み
た
く
や
（
白
二
小
1
年
）

わたしの

　か轡鯵拶
轟
猷　

、
旨
卿

畷
銀
騨

ぐ心
掴
P
｝

醤

　
　
　
　
　
　
璽
蟹

谷小6年

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

字
桜
小
路
3
5
M
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

朝
々
を
佛
前
に
座
し
お
経
上
ぐ
今
日
一
日
の
御
加
護

願
ひ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

今
朝
よ
り
は
白
き
ブ
ラ
ウ
ス
の
女
子
高
生
衣
替
え
の

六
月
空
は
明
る
き
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

満
ち
足
り
し
世
に
終
戦
の
日
を
迎
え
蝉
時
雨
聞
き
つ

つ
遠
き
日
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

月
の
出
る
刻
ま
で
励
む
生
徒
ら
と
熱
き
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
語
り
合
う
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

み
ち
の
く
の
夏
も
終
り
て
鈴
虫
の
喘
く
音
を
今
宵
し

み
じ
み
と
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

両
の
手
を
前
に
お
よ
が
せ
幼
孫
笑
み
つ
つ
吾
の
膝
に

寄
り
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

と
り
た
て
て
話
す
こ
と
な
き
病
室
に
若
き
患
者
の
吹

く
笛
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

果
て
し
な
く
樹
海
連
ら
な
る
八
甲
田
雪
中
に
消
え
し

兵
を
偲
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

渦
潮
を
遊
覧
船
よ
り
見
や
り
つ
つ
逆
巻
く
渦
に
嘆
声

を
あ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

縫
物
に
疲
れ
し
眼
を
休
め
ん
と
夕
餉
の
野
菜
を
さ
庭

に
摘
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
信
子

　
　
　
　
「
評
」
あ
る
歌
誌
に
歌
を
詠
む
も
の
に
と
っ
て
心
す

　
　
　
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
正
岡
子
規
は
歌
は

　
　
　
写
実
か
ら
と
説
い
た
。
斎
藤
茂
吉
は
写
実
は
客
観
で

　
　
　
あ
り
、
写
生
こ
そ
命
を
表
現
す
る
叙
情
で
あ
る
と
言

　
　
　
っ
た
。
伊
藤
左
千
夫
は
歌
は
叫
び
で
あ
る
と
言
ふ
。

　
　
　
そ
の
弟
子
土
屋
文
明
は
、
歌
は
生
活
で
あ
る
と
立
論

　
　
　
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
吉
植
庄
亮
は
、
歌
は
人

　
　
　
間
で
あ
る
と
提
唱
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
写
実

　
　
　
の
把
握
に
心
が
け
推
敲
を
重
ね
て
発
表
す
る
よ
う
心

　
　
　
が
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

F修

壇

小
さ
く
て
零
れ
易
く
て
紫
蘇
の
花
　
　
鈴
木
　
民
子

　
　
　
　
（
評
）
紫
蘇
の
花
は
ま
こ
と
に
小
さ
い
。
小
さ
い
ゆ

　
　
　
え
に
一
寸
の
ふ
れ
に
も
こ
ぼ
れ
お
ち
易
い
の
で
あ
る
・

　
　
　
こ
こ
に
何
か
あ
わ
れ
さ
も
あ
る
。

コ
ス
モ
ス
の
表
情
や
さ
し
蝶
の
く
る
　
青
木
　
良
子

　
　
　
　
（
評
）
秋
草
の
中
で
も
コ
ス
モ
ス
は
最
も
可
憐
な
や

　
　
　
さ
し
い
花
で
田
舎
の
あ
ち
こ
ち
を
彩
っ
て
い
る
。
表

　
　
　
情
の
や
さ
し
さ
が
殊
に
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。

大
輪
を
夜
空
に
ひ
ろ
げ
花
火
消
ゆ
　
　
日
下
　
広
久

　
　
　
　
（
評
）
暗
い
夜
空
に
咲
く
花
火
の
大
き
な
輪
は
ぐ
ん

　
　
　
く
ひ
ろ
が
り
つ
つ
も
消
え
て
し
ま
う
。

敬
老
日
ま
だ
若
さ
も
て
ミ
シ
ン
踏
む
　
近
内
　
キ
ヨ

大
慈
母
の
塔
見
上
ぐ
る
や
秋
の
風
　
高
子
た
ち
ば
な

提
灯
を
灯
し
太
鼓
に
踊
る
子
ら
　
　
　
佐
藤
　
．
善
夫

露
光
り
萩
の
紫
濃
く
咲
け
り
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

秋
耕
に
汗
ま
み
れ
な
る
農
夫
婦
　
　
　
日
下
　
　
文

南
瓜
蔓
紫
蘇
に
か
ら
み
て
伸
び
け
り
　
鈴
木
　
い
く

海
っ
子
の
自
き
歯
見
せ
て
鰯
雲
　
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
◎
十
一
月
例
会
は
三
十
日
㈹
中
央
公
民
館
で
行
い
ま

　
　
　
す
。
題
　
大
根
漬
、
冬
め
く
、
み
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

ノ3



いま、読書してますか

麹蕎麟罐あ赫，，、r・．1凶善薇です

10月27日～11月9日間
『

週
㎜

書
『

士
冗
一

一
冒
口
冒

図
書
館
の
ご
利
用
は

　
①
市
内
に
住
所
・
勤
務
先
・
通
学
校

　
　
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
借
り

　
　
ら
れ
ま
す
。

　
②
｝
回
に
何
冊
で
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

　
　
へ
子
ど
も
は
三
冊
ま
で
V
職
場
・
家

　
　
族
・
グ
ル
ー
フ
と
し
て
も
借
り
ら

　
　
れ
ま
す
。

　
（
③
期
間
は
、
十
一
日
間
（
新
刊
雑
誌

　
　
は
三
日
間
）
グ
ル
ー
プ
に
は
一
ヶ

　
月
間
貸
し
出
し
ま
す
。

　
▼
そ
の
他
、
読
書
相
談
・
調
査
研
究

　
　
の
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
ま
す
．
、

　
▽
子
ど
も
の
読
書
室
は
、
幼
児
・
小

　
　
・
中
学
生
・
子
ど
も
の
本
に
関
心

　
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で

　
も
利
用
で
き
ま
す
．
、
ま
た
紙
芝
居

　
も
あ
り
ま
す
一
．

　
こ
ま
く
さ
号
の
ご
利
用
は

　
移
動
図
書
館
車
こ
ま
く
さ
号
は
、

　
図
書
館
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め

図
書
館
を
利
用
で
き
な
い
方
々
に
気

　
軽
に
本
を
借
り
て
い
た
だ
く
た
め
、

　
市
内
三
十
八
ヶ
所
に
駐
車
場
を
設
け

　
巡
回
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
．
．

　
　
こ
ま
、
＼
さ
号
に
は
、
絵
本
・
童
話
・

　
民
－
話
・
昔
話
・
紙
芝
居
な
ど
子
ど
も

　
た
ち
が
喜
ん
で
見
る
も
の
か
ら
、
勉

　
強
の
参
考
と
な
る
科
学
や
社
会
な
ど

　
の
本
、
ま
た
日
本
や
外
国
の
文
学
・

　
歴
史
・
へ
生
論
・
旅
行
・
園
芸
・
料

　
理
・
あ
み
も
の
な
ど
各
分
野
か
ら
選

ん
だ
本
約
千
五
百
冊
を
積
ん
で
い
ま

　
す
。
さ
ら
に
読
み
た
い
本
の
希
望
に

　
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

　
こ
ま
く
さ
号
は
い
つ
ど
こ
に

　
こ
ま
く
さ
号
は
一
ヶ
月
に
一
回
、

　
巡
回
日
程
表
の
と
お
り
決
ま
っ
た
時

　
間
、
決
ま
っ
た
場
所
を
巡
回
し
て
い

　
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
に
駐
車
し
て
い
る
場

合
で
も
一
般
の
方
に
貸
出
し
い
た
し

　
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ま
く
さ
号
か
ら
借
り
る
に
は

　
登
録
手
続
き
を
す
れ
ば
そ
の
日
か

ら
一
ヶ
月
間
借
り
ら
れ
ま
す
一
．

配
本
所
か
ら
借
り
る
に
は

　
配
本
所
に
用
意
し
て
あ
る
ノ
ー
ト

に
名
前
と
書
名
を
記
入
し
、
借
り
て

く
だ
さ
い
。
配
本
所
の
本
は
二
ヵ
月

毎
に
交
換
し
’
い
ま
す
。

小
原
分
館
か
ら
借
り
る
に
は

　
登
録
手
続
き
を
寸
れ
ば
そ
、
の
日
か

ら
借
り
ら
れ
ま
す
、
．

図書館の開館時間

嘱曜日一土lll1日・

午前9H、卜午後5時

なだし、■ト」票分・負有

はゴ揮が廿129、墾ま㌧

休館目レ

毎週1．1曜卜i、月宋、

祝祭目、年宋’詳始、

ばく書期間〔lo目

1目～1∩日1

自動車文庫配本所一覧表

　　注　　　　　　所

津田字内堀75　　智7－2020

津田宇内堀6－1　E7－2101

犬卒都婆　　　　費7－2233

中目字西田7　　　暫5－2338

森合字八ツ森9　燈6－3171

中目宇大平前　　費6－2780

中目宇南六角　　曾5－6173

大平幕の内2　　奮5－2436

深谷三本木　　　　紐5－4463

蔵本宇尾べら！51）暦5－2731

蔵本字薬師堂23　暦5－3660

八宮字不忘山249　燈5－4464

字田丁42　　　　　　　　　　奮　9－2519

　凝本所
佐蒔とき子宅

白川公民館
鈴木光子宅
大平公民館
永井忠雄宅
村上道彦宅
黒沢喜久子宅

高橋きよ子宅

大槻商店
菅野はるみ宅
老人福祉センター

岡部捨男宅
斎藤広一宅

地区名所

奮5－5059

　　注

宇南寺前42

各5－3720宇益岡9～1

費8－2010字鍛冶内25

　配本所
働く婦人の家

勤労青少年ホーム

佐藤内蔵雄宅

ケ角

区地

大

平

福
　
　
岡

費8－2446字清水

愈8－2261駅　前

石川幸次郎宅

夫勝吉男宅
岱8－2101

姪5－5824

五賀字南原2

字中屋敷前7

越河公民館

菅野とく宅
費5－2701

費5－2795

字新町尻31

字笠松83

斎川公民館

佳山信一宅
費5－0598

費5－3872

小原

自
石
一
越

河

盈5－271！

字沼前！3

大町字愛宕99

三沢字五丁目48

村上けい子宅

佐藤謙五宅
大鷹沢公民館

斎

月1

プ4

こまくさ号巡回日時のお知らせ

　時　　　問

午後1：20～2：10

午後2：40～3：20

午後3：30～4：30

午前11）：00～11）：40

　　駐　車　場　名

観音崎住宅

曜日週

不忘学園

杉浦製1乍所前

蔵王分校

月

午前lllOO～11：30

午後2：1）0～3130

午前9：5〔卜10：30

不忘分校

越河小学校

水

午後1：40－2：30

午後2：40～3：20

午後3：30～4130

午後1：30～2：10

午後2：10～3：30

アツギナイロン社宅

国鉄アパート

斎藤建設

旭町公園脇

鷹巣蛭賀屋敷

金

第

殊
0

週

　　時　　　　間

午前10：00～10：40

　，瞬モ　車　圭易　名

傑山寺門前

ll日週

午前11：00～11：40

午後2：00～3：10

午後1：20～2：00

午後2：10～3130

午前10：00～11：00

午前11：10～11：30

城南団地

斎11レJ、学ホ交

深谷三本木

才朶谷ノ」、学ネ交

八宮分校

長袋

午後2：10～4：00

午前10：00～！0：40

福岡小学校

長峰分校

午後2：（〕0～3：30

午後3：40～4：30

午前10：10～10：40

午前10：51）～11：30

大平小学校

大磨学尺ノ」、学ホ交

大鷹沢中学校

前越河郵便局前

越河駅前

月

水

午後1：2（1～2：20

午後2：30～3：20

午後3130～4：2（〕

萩が丘児童公園前

寿山教員住宅

寿山南公園前

金

第

4

週

月

水

金

第

1

週

午前11：00～11：40

午後3：00～4：00

午後3130～4：30

午前10：00～11：00

午後1：30～2：10

午後2：20～3：20

午後3：30～4：20

午前10：00～11）：30

鎌先
小原中学校

南中学校

月

水

校分住三

自川第一ニュータウン

臼川イ・学木交

臼川中学校

緑が丘市営アパート

木

第

2

週

午前10：40～11：00緑が丘住宅

午前11：10～11：40緑が丘県営アパート

月
第
3
週

　
”
月
の
特
集

　
ま
も
な
，
・
冬
、
寒
い
丞
霧
即
に
は
何

と
い
っ
て
も
暖
ー
暮
す
工
夫
が
大
切

で
す
．
．

▼
秋
か
ら
冬
へ
、
元
気
に
過
す
暮
ら

　
し
の
工
夫
あ
れ
こ
れ
（
あ
み
も
の
・

　
料
理
・
健
康
管
理
な
ど
の
本
）

▼
ユ
ニ
ー
ヶ
な
年
賀
状
を
っ
．
＼
る

　
カ
ッ
ト
集
・
版
画
の
作
り
方
・
墨

　
絵
の
描
き
方
な
ど
の
本

▼
年
末
か
ら
年
始
の
忙
し
い
家
事
に

　
あ
わ
せ
た
上
手
な
整
理
収
納
・
大

　
掃
除
・
お
せ
ち
料
理
の
準
備
に
役

　
立
つ
本
な
ど

　
そ
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正

月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
作
り
方
、
絵
本
・

童
話
・
ス
ポ
ー
ツ
・
遊
び
の
本
な
ど

も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

、
「
手
づ
く
り
絵
本
』
作
品
展
示

　
宮
城
県
図
書
館
が
募
集
し
た
『
手

づ
く
り
絵
本
』
の
展
示
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
白
石
市
の
方
の
作
品
も
出

品
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

▼
会
場
　
岩
沼
市
図
書
館

▼
期
間
　
士
月
七
日
働
～
九
日
旧

　
　
　
＼
』
「
ゴ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
セ
F

　
　
　
　
　
ム
㌧
t
　
～
『

　
　
　
　
　
　
一
　
［
　
　
ー
i

み
な
ん
の
図
書
館

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

士口

代
欠
の
…
掃
ら
し
を
さ
’
、
、
る

　
　
　
　
　
　
．
江
坂
輝
．
彌
ほ
か

ノ
．
門
七
：
サ
ー
技
爾
　
　
　

”
商
橋
　
　
璃

　
　
　
　
　
　
値
村
掴
堂

聲
管
抄
を
読
む
　
　
　
　
　
士
隅
稲
唯

革
命
室
チ
ャ
・
ト
ラ
・
†
1
　
葡
垣
　
　
武

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
．
士
守
‡
　
　
　
　
尾
崎
　
　
隆

　
裡
力
の
八
物
掌
　
　
　
　
　
甲
皇
門
　
冬
二

」
う
が
生
ま
れ
る
月
　
　
　
』
昌
賊
．
ま
碗
マ
ト

あ
な
た
の
「
老
い
」
を
だ
れ
が
み
る

　
　
　
　
　
　
た
能
　
一
央
．

判
理
の
消
え
た
台
所
　
　
　
　
江
原
　
　
恵

物
理
を
見
な
お
す
　
　
　
」
・
S
ト
レ
フ
て
彫

脳
死
Q
＆
へ
　
　
　
　
　
　
森
野
　
一
樹

風
の
百
将
　
　
　
　
　

松
下
勧
工

任
ま
い
つ
・
り
・
男
r
径
文
丁
∪
○
艸
．
早

　
　
　
　
　
　
胡
沢
　
成
．
明

み
ん
な
ち
か
っ
て
み
ん
な
い
い

　
　
　
　
　
　
山
崎
万
里

河
｝
豆
ヴ
覗
い
た
印
へ
の
仕
事
場

　
　
　
　
　
　
峠
尾
河
童

ワ
ナ
の
檬
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
　
正
和

ノ
ス
ト
ラ
ゥ
ム
ス
の
概
差
屹

　
　
　
　
し
で
モ
ン
ト
・
レ
ナ
ー
ト

革
の
ニ
ュ
ー
マ
ロ
ー
チ
　
　
　
川
台
　
京
子

．
球
ス
コ
ア
の
つ
け
方
　
　
　
河
野
作
一
郎

　
　
　
　
　
　
炉
木
の
り
子

女
か
ら
の
逃
上
　
　
　
　
　
　
増
田
み
す
子

旅
は
道
す
れ
雪
周
花
　
　
　
　
高
峰
，
秀
子

ハ
、
．
、
屋
面
口
襲
嶋
野
　
　
　
　
　
村
」
上
妻
腎
樹

さ
す
ら
い
波
太
郎
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
、
宿

　
　
　
　
　
　
水
圭
　
　
勉

　
　
　
　
　
　
”
異
樹
　
静
子

　
就
　
　
　
　
　
　
　

皆
川
　
博
子

ト
リ
ホ
フ
将
雷
甲
の
死
フ
し
ア
ニ
み
・
リ
ー
ン

，
伯
け
る
既
．
　
　
　
　
　
　
　
中
片
　
英
事
、

　
子
ど
も
の
本

あ
ま
ん
き
み
二
の
あ
か
ら

一
ん
え
ほ
ん
m
冊

　
　
　
　
　
　
あ
ま
ん
き
み
こ

ね
ら
わ
れ
た
王
女
　
、
ー
セ
彫
　
　
吻
ン
フ
ン

・
三
、
一
丸
二
世
場
の
ワ
み
つ
　
　
佐
蒔
　
早
苗

将
棋
教
室
シ
リ
ー
ス
　
3
冊
骸
旧
書
店

世
界
の
昔
は
な
し
　
2
0
冊
　
　
－
畦
書
店

15
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官公庁だより
11自 目 瞳 岨　51副 馴唱1馴 届1目　d り　聲　剴

　　　　　　　　大河原税務署

　12月は、サラリーマンが毎月の

給料やボーナスから差し引かれた

所得税と、1年間の給与総額に対

する年税額との差額を精算する年

末調整の月です。

　扶養親族に異動のあった人や各

種保険料の控除を受けようとする

人などは、勤務先に忘れずに控除

申告書を提出してください。

　詳しくは、最寄りの税務署や税

務相談室にお尋ねください。

★昭和61年年末調整説明会日程

月日

1凋1帽

12月5日

鵜始時問

午前10：00

午前10：00

午後1：30

会　　場

臼石市役所4階大会議室

大河原合同庁舎大会醸室

対象者

官公庁
H石市徴収義務者

《公給領収証とは》

　飲食店、料理店、旅館などを利

用した人は、その料金の10％を料

理飲食消費税として納めています

が、料理店などの経営者はこの税

金を受けとった「しるし」として

県が印刷または検印した領収証を

必らず客に渡す義務があります。

この領収書を「公給領収証」とい

います。

　宮城県では「公給領収証を必ら

ず受け取る月間」を11月1日から

11月30日まで実施します。

「公給領収証」には料金の内訳が

記載されていますので明朗会計の

ためにもぜひこの領収を受け取り

ましょう。

i馬牛沼鯉まつり
1　　　　　　　　　　読l　l1月9日（日）午前9時
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墜瀦公真護安量所

　雇用保険の失業給付は、失業し

ている労働者の生活の安定と再就

職の促進を目的としています。

　しかし、現実にはルールに反し

た不正受給があとを断ちません。

　失業給付金は、労働者と使用者

からの保険料と税金とでまかなわ

れます。不正な受給は、雇用保険

制度の健全な運営を妨げ、また事

業主が不正受給のために手を貸す

と重い責任に問われます。

　公共職業安定所では、11月を雇

用保険不正受給防止啓発月間と定

め、不正受給の防止・摘発運動を

展開しております。

　不正受給防止にご協力ください。

塑）鹸鑑庫
　国民金融公庫仙台支店では、釆

春に進学されるお子さんをおもち

の方に国の進学ローンの融資を行

っています。詳しくは、国民金融

公庫仙台支店〔〒980仙台市本町3－1

－8豊022－222－5171）または、最寄り

の銀行、相互銀行、信用金庫、信用

組合、農協、漁協等へご相談ください。

翻陸・海・空自衛官募集

一今、ぼくらは青春を駆け走る一

〉応募資格　18歳～25歳

〉身分　特別職国家公務員

＞給与　（1）初任給月額107，400円

　捌ボーナス（合計4．9ヵ月分）

　〔3）任期満了手当2～3年で、

　　406，000円～918，666円

レ厚生関係　衣、食、住（無料支

　給または貸与）

＞応募の相談　市役所市民課また

　は地方連絡部大河原事務所

　費0224－53－2185へどうぞ。

卜立二巫列田綜合病院

　　着護婦職員募集

　昭和62年4月1日に採用の職員

を次により募集します。

〉職種及び採用人員

　看護婦若干名

〉受験資格　高等看護学校等の卒

　業または卒業見込みの者で、看

　護婦の免許証を取得または取得

　見込みの昭和37年4月2日から

　昭和42年4月1日までに生まれ

　た者。

〉第一次試験昭和61年11月26日（水）

　　　　　　午前9時から正午

〉試験会場　公立刈田綜合病院

　　　　　　大会議室（新館1階）

〉受験手続　受験申込用紙は、公

　立刈田綜合病院庶務課人事係に

　用意した用紙を使用し、所要事

　項を記入し提出してください。

〉受付期間　昭和61年11月8日（土）

　から昭和61年11月15日（土）まで（郵

　送の場合は、11月15日消印有効）

〉受付時間平日：午前8時30分～

　午後5時　土曜日：正午まで

〉問い合わせ先自石市字桜小路30

　公立刈田綜合病院庶務課人事係

　恕5－2145（内線206）

※受験申込用紙の請求等を郵便で

行う場合は、あて先明記の返信用

封筒（60円切手貼付）を同封して

ください。

慶あなたか選ぶ
　　宮城の自然袖0選

　宮城に残る豊かな自然は“わた

したちのかけがえのない財産です。

思い出の山、身近かな川、21世紀

に生きる子どもたちに引き継ぎた

い森一。朝日新聞社は、県・東日

本放送・爾森林文化協会との共催

で「宮城の自然100選」をみなさ

まの応募をもとに選定することに

しました。締め切りは11月30日、

応募用紙は市役所市民の室・観光

案内所1臼石駅前・臼石蔵王駅内1にあり

ます。ふるってご応募・ください。

晒学生募鎮の1桑臼
　宮城県立白石・大河原高等技術

専門校では、昭和62年度学生を次

により募集いたします。

◇養成訓練～主に新規学卒者対象の

　コース
高等掌校卒業者以上対象の科

校名
臼　石

大河原

科　　名

経理事務
電気工事

定量

20入

20人

期問

1年

1年

中学校卒業者以上対象の科

校名
白　石

　ウ

大河原

　〃

〃

科　名
自動車整備

建　　　築

板　　金
洋　　裁

接
穴・

員定

20人

20人

20人

20人

10人

期間

1年

1年

1年

1年

2年

　◆能力再開発訓練～主に転職を希望
、　する方対象のコース

§コみ，4．存で建「〕ろ

　　ウにヨマ、カ　　“．1一

　寒風のなか、設置されたいくっ

かの関門の最短距離を走り、所要

時間を競うクロスカントリー（断

郊競争）大会を次のとおり開催し

ます。みなさんふるってご参加く

ださい。

〉日時　11月23日（日）午前9時出発

　　　　雨天の場合24日（月）

〉場所　福岡小学校校庭

　　　　（スタート・ゴール）

※詳しくは、市教育委員会社会教

育係智5－2111（内線411）鈴木清重

までどうぞ。

名ム
父

臼　石

大河原

　ウ

科　　名
ブロック建築

俗
一
造

接

園

定員

20人

10人

15人

期　聞
1年

1年

3ヵ月

入学時期
4月・11月
4月

8月（55歳以上）

》応募手続き入学願書は、専門校

　または公共職業安定所にありま

　す。なお詳しくは、専門校にお

　問い含わせください。

　〔自石高等技術専門校〕〒989－02臼

　石市緑が丘1－5費02242－5－2444

　〔大河原高等技術専門校〕〒989－12

　大河原町大谷字山下44姪0224

　－53－1252

麟一臼技能講厘受謬者募集

　一日技能講座を次のとおり開

催いたします。みなさんのご参加

をお・待ちしています。

　　　　　　　記

　1．日時　11月19日（日）9時～12時

名座薄「
『

ワーフ’ロとヘソコン基礎F纏座

自動車整備講座
「冬場に備えての点横整備」

日曜大工講ぼ
「最工道具の使用法と簡彫玉木工晶の作叫ノね

濃A敦’吉葬

　　．無材lo

10

15

2，申し込み方法

　　ハガキまたは電話で申し込

　みください。定員になり次第

　締め切ります。

　　　　臼石市緑が丘1－5

　　　　臼石高等技術専門校

　　　　　魯02242（5〉2444

1　　　～働く婦人の家～
1闘働・、婦人、の家まつり　　　　　○社交ダンス

　恒例の婦人の家まつク）にぜひお

出かけください⊂，

レ日時：11月16日（日）10時～16時

〉内容：作品展示・お茶席・食堂

　　　　コーナー・手作り品即売

　　催しもの

　　○大正琴デモンストレーション

　　○ピアノ演奏とコーラス

　　○きもの着付実演

　　○民謡と民謡おどり

團女性セミナーの開催に’ヌ、、て

　健康な生活を送るための食生活

設計について考えてみましょう。

〉日時：12月1日（月）午後6時～8時

＞演題　「食生活と健康」

〉講師　三島学園女子大学

　　　　木村比呂美氏

　問い合せ・申込みは臼石市働く

婦人の家豊5－5095へ。

公民館だより
で、～，フ17覆出　1ζ1化箏

　日ごろの成果の発表と作品の展

示をいたします。ぜひご鑑賞くだ

さい。

　》展示期間　11月1日（土）～3日（月1

　　9区寺～17日寺（ただし3日は15時まで）

　〉会場　白石市中央公民館

　〉主催　臼石市文化協会

壽r　l云統こ』工業の

　溌「や露ト鐸館誉つり
〔期日〕

　11月23日（日）午前9時～午後5時

　　　24日（月）午前9時～午後3時

〔会場〕　白石市大鷹沢公民館

〔催し物〕

　1．発表展示の部（書道、生花、

　　手芸、絵画、盆栽等）

　2．遺品展示の部（横綱大砲万ヱ

　　門遺品、臼石女敵討遺品、西

　　念和尚遺品）

　3．民工芸品展示、製作実演

　　（藁、竹細工等）

　4．地元企業紹介（東北日通工、

　　トーキン白石、クラリオン精

　　機、エイジ）

　5，その他（バザー、クイズ、め

　　ぐまれないひとたちへ募金等）

〔主催〕大鷹沢公民館まつり実行

　委員会、自石市大鷹沢公民館

〔後援〕大鷹沢地区各種団体、白

　石市観光協会

呉か～一た講習蓑

〉日時　11月毎週月曜日〔3日〔月）

　　　　のみ4日（火）〕

　　　午後7時～9時
〉場所　白石市中央公民館

　　　　　　　．塩並．

　　　　　　一遭上
　　　脳一・、』愈　亀葺

　　㌧告v彦降㌔塾
　　！i　ドF〆敷、エ
　　！7廊卑ラ㌧・
　　　…　、謡総1涛

　　　さ訓 、弓騨
　　教育・文化週間11月1日～7日

　　　　　　　　　　　　16
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声樋1の離地二
‘干9碑耀
白石布字桜小路35〆

壷国餌年金加入の手1，論きは

　　　　　　お済（みですか？

　これまで国民年金に任意加入し

ていた人をはじめ、すべての奥さ

んは、4月から当然国民年金に加

入することになります。奥さん自

身に収入があり、ご主人に扶養さ

れていない場台は第1号被保険者

に、ご主人に扶養されている奥さ

んは第3号被保険者になります。

　第1号被保険者および第3号被

保険者になるためには、国民年金

担当窓口に備え付けてある届出用

紙「国民年金被保険者資格取得・

種別変更・種別確認1第3号被保

険者該当）届書」に必要事項を記

入し、速やかに提出しましょう。

　詳しくは、市役所市民課国民年

金係までお問い合わせください、，

・も総・白検診び）らしらせ

　過般実施した総含検診を受けら

れなかった方のため、次のとおン）

検診日を設定いた1ピました。ぜひ

受診してください。

　問い含わせは保健衛生課費5－2111へ

■検診種別

①結核健　　断

　15歳1珪
葦一・・般1』参断

　4磯r吐

頁査

胸部レントケン鰐・

検尿、身体計測、血圧‘四II定、問診、診

察等・医師の指示により粕，』。検査

■日　程

＼
11月7日謝

11月8日出

時　間
8：30～9：00

10：00～10：30

11：30～12：00

13：30～14：00

15：00－19：00

8：30～9：00

10：00～11：00

12：30～13：00

14：00～16：00

17：00～19：00

場　　所

越河公民館

斎川公民館

大平公民館
大睦沢公民館

健康センター

小原公民館

福岡公民館

白川公民館

健康七ンター

第9翻白毒r鞘建康

　健康の保持と増進は市民一人ひ

とnの切実な願いであります。近

年特に中年層に増加している死亡

率の高いがん、脳卒中、心臓病に

ついて正しい知識をもち、日常の

健康管理に生かしましょう。

》日時　1！月29日（土）午後1時30分

〉会場　臼石市民会館大ホー1し

》テーマ　「日常生活と成人病」

〉シンポジウム（各15分くらい）

　中脳卒中について

り推進動会

　　亘理医院長　亘理健一氏

　12）心臓病について

　　三浦ケリニソク院長三浦義邦氏

　131がんについて

　　刈田病院内科科長梅津佳英氏

　ゆ臼石市の国民健康保険にっいて

　　保健衛生課長　半沢和人氏

劇医療のし1み

　　仙南保健所長　平井二郎氏

　司会　加藤伏）医院長加藤大祐氏

がんパネル展　12時～16時

ノ9

　1爵嬬胴入灌コ悶
　　　授月1痢・一肇劇

　ことしも人権週間が始まります。

この人権週聞は、世界へ権宣言が

採択された12月10日を記念して、

この日を「人権デー」と定め世界

各国が人権を尊重擁護することを

誓ったものです。わが国では12月

1日から5日までの一週間を「へ

権週間」として広く基本的入権の

思想普及と人権意識の高揚を呼び

かけています。本年は「人権の共

存一互いに相手の立場を考えて豊

かな人間関係をつくろう」を重点

目標にしています。

　当市においても、人権週間の一

環行事として次により特設人権相

談所を開設しますので、入権問題

についてお困りの方はぜひご相談

くだきい，，担当はへ権擁護委員と

法務局職員です。

　　　一人権週間相談日一

月　日

12月1照

日ウ
繭

3日

4臼

5日

享
．
－
一
．

養劃

月

火

水

木

金

畏当委興氏名

小岩庄一
山崎俊男
佐藤一時

1度　辺　有β　一世

佐霞1、上俊彦

※相談所は市民課特設で実施しま

す。相談時間は午前10時～午後3時。

愈電話加メ権の
　　　　公売ll‘酌一酔いぐ

　市税の滞納処分による電話加入

権の公売を11月下旬頃実施する予

定です。公売日時・場所、公売電

話加入権数、公売価額等にっいて

は、11月上旬に市役所前の掲示板

に公売の公告をいたしまr『ので、

購入希望者はご覧1ださい。

　なお、詳し lは市没所税務言果管

理徴収係魯5－21111内線143、144〉

までお問い含わせ1ださい。

たばこは

市内で買いましょう！！

ず、行敵区長の変更

　10月1日付で越河第10行政区長

に、大槻儀平さんが委嘱されまし

たので、お知らせします⊂

　壱就学携助／準要保護）制度

　　経済的理由により、就学の因難

　な児童生徒（小・中学生）に義務

　教育の就学を確保するために援助

　する制度です。申請書の審査にょ

　り、申請が認定きれますと、学用

　品費、修学旅行費、校外活動費が

　給与されます。

　　受給を希望される児童生徒の保

　護者の方は、児童生徒の在学して

　いる学校、昭和62年4月小学校就

唾学予定児童については、就学予定

　小学校に相談してください。

　　申請きれる場合は、12月5日（釦

　までに、申請書を学校に提出して

　　ださい。なお、この申請は昭和

　62年度分です。

　　一口石市教育委員会一

意来年の夏を目標に

　　市列局番か変わります

　NT　T臼石電報電話局では、白

石”し一フ（自石市、蔵王町、七

テ宿町1の市外局番を統一し、市

内局番だけで通話できる地域を拡

大1一ます

　統一される白石ブルーフの市外

局番は「0224」で、市内局番

はすべて「2ケタ」（例参照）に

な｝）ます，カし一プ内では、市内

局番だけで通話できるようになり

ます二，

　例えば、臼石市役所の電話番号

は・㌧．　』I　hですが、変更後は、

　　　　1口となります，）

○第9回日本ジャ）ボリー記念テ

レホンカードの売上金の一部をN

T　T白石電報電話局臼石テレホン

カード友の会から市の福祉施設に

ご寄附いただきました。

お年玉つき年賀はがき
11月5日発売　白石郵便局

就学時健康診断
　昭和62年4月小学校就学予定児

童に対する就学時の健康診断を次

の日程で行います。該当児童の保

護者には、通知書を郵送しました

が、未着の場合または、不明の点

がありましたら白石市教育委員会

学務係愈5－2111（内線，413）へお問

い台わせください。

　なお、健康診断当日は、約10名

で班を編成して各検診室を移動し

ますので、受付時間に遅刻しない

ようおいでください。

〔該当児童〕昭和55年4月2日よ

　り昭和56年4月1日までの出生者

月日

1耀1

三2

13

14
18

19

20
21

25
26

曜

火

オ

木

金

火

水

木

金

火

水

学 聚
ズネ

ム
父†学原

自石第一小学校

白石第二小学校
ア越　　ギ可　　ノj、　学　　ホ交

斎　　川　　’」・　学　　ホ交

福岡小学校
大平小学校
大鷹沢小学校
白　　11［　’J・　学　　ネ交

深谷小学校

受付時闘
12：20 ～　12：30

11　30　～　12：00

11：30　～　 12：00

11：50　～　12：00

11　50　～　 12：00

12：20　～　12：30

11：50　～　 12：00

12：20　～　12：30

11　50　～　 12：00

11：50　～　 12：00

翻年度白石市立幼稚園児募集
名

募集人員

募；．集其月渚1

入園資格

7、園願書
受付場所

入園願書
受1・♪時間

也の9
プ
．

白石第一幼稚園

116名

白石第二幼稚園

92名

昭和61年12月1日〔目1～昭和61年12月6日（土1

11年齢満5歳児昭和56年4月2日から1
　　　　　　　　昭和57年4月1日まで∫出生したもの

　　　　満4歳響臨溜腰1出生したもの

2）白石市在住者であること。

3）臼石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く。

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜日（午前9時から午後4時まで）

土曜日（午前9時～午前11時30分まで／

但し、日曜日は除く

1）入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に用意して
　　あります，、

2）入園希望者が定員を超過した場合は抽選をします。

　　但し、5歳児は4歳児に優先します。
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『カメラ・ニユ」ス
休日急患当番医

隆　1　　　　　・　　　　　蕊海一

防犯こけしメッセンジャー作戦

　10月16日、七ケ宿町長から防犯

こけしを引き継ぎ、防犯思想高揚

の警察署長のあいさつの後、岩沼

市役所において岩沼市長に引き渡

しました。犯罪のない明るい社会

建設にご協力ください。

月　日

11／2
3
9

16
23
24
30

内 科

三1甫クリニック　（5〉6854

柿崎医院（5〉2210
亘理医院〔5）8501
刈田病院（5）2145
大沼医院（5〉2502
広瀬医院（5）1238
三ギ甫クサニック　（5〉6854

外 科

朝倉病院（5）2101
宮城医院（5｝2062
加藤（大〉医院　（6〉2653

刈田病院（5）2145
斎藤医院（5）1222

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

堤医院（6〉1181
朝倉病院（5〉2101

　　　　　聖　　　　　　　　響

一加＝・，』　1、二慈レ

　大きく育てあしたの芽

　去る9月28日、仙南各市町から
小学生31）0名が南蔵王スキー場
に集い、不、忘の碑コースと弘法清

水コースの登山に挑戦。この「仙南

地区少年のつどい」は少年の健全
育成のため教育委員会等が開催し
たものです。

　　　　　　　　　　ノ麟

　　「拓魂の碑」建立さる

　蔵王開拓40年を記念し、開拓
時代の精神を後世に伝えようと、
「拓魂の碑」の建立と記念誌「蔵王

開拓誌」が発刊され、去る10月1
日除幕式が行われました。台座
には入植者75名の氏名が刻まれ
ています。

　　　　　　　　繭・［卜∫勤さ

※都合により変更になる場合もあります。

定例　相 談
　　　（11月分）

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

談相活生

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談日

18

18

18

18

5・25

18

18

　
　
金

18

週
嘘

　
毎
月

リオン

14・27

ニホン

　21

18

18

10

時問

10：00～

　12：00

10：00－

　15：00

10100～

　15：00

10＝00～

　15：00
10100～

　12：00

9＝30～

　15；OO

10：30～

　15：00

10100～

　15＝00

13：00～

　14：00
10：00～

　11：00

1α00～

　15：00

10＝00一一

　15：00

10＝00～

　15100

場　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

同　　上

白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

内　　容

ヤ
ロ
ワ
ヒ

問
」
昏

質
・
談

る
て
相

す
い
接

対
っ
直
。

に
に
が
す

政
等
長
ま

行
望
市
じ

市
要
井
応

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇用

差別待遇問題等

国や県、市など役所

の行う仕事について

困っていることや希

望等

市民の日常生活上の

困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売

買に関する税金、法

人の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整
など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の

生活、職業、結婚等

1u目IEi王軌卜・rコ42，　　勇：i11．E：1ζ・良721，；・づ3 世幕ロ5：蛎菖
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